
 

 

プログラム名  キャンプファイヤー 活動時間 2時間程度 

概  要 

〇火を囲みながら話したりスタンツをしたりしながら交流を深め

る。 

〇自主研修とする。 

〇最大人数 300人 

ねらい 

（ＳＤＧｓ） 

 

〇野外で燃えさかる火をみんなで囲みながら、厳粛

さと楽しさのおりなす交流を通して、友情を深め、

連帯意識を高める。 

 

〇集団宿泊生活の思い出を深いものにする。 

準備物 

（服装など） 

〇教育センター・・・薪、トーチ、衣装、音響機器 

〇研修団体・・・運動着、その他必要なもの 

 

研修の流れ 

 

〇事前準備（センター職員） 

〇事前説明（センター職員から担当引率者へ） 

〇集合場所に集合 

〇活動開始/終了 

〇片付け 

研修場所 

集合場所 

 

 活動場所に同じ 

活動場所 

  

 第１ファイヤー場 

 第２ファイヤー場 

 

引率者への 

留意点 

〇事前準備 

 ・役割決め（裏面参照） 

 ・儀式の進行およびスタンツの練習 

〇研修当日 

 ・用具の貸し出しをします。 

 ・薪で囲んでいる円内には必要な場面以外入らないようにしてく

ださい。その薪は、途中燃やしても構いません。 

 ・終了後、用具の片付け、風よけの柵と煙突の設置をお願いしま

す。 

 

〇研修後日 

 ・朝、残った灰を灰捨て場へ処理し、柵と煙突を所定の場所に戻

してください。 

 ・センター職員が点検を行います。 



 

 

研修の内容 

 

必要な役割 

・司会者 

・営火長 

・女神 

・トーチ 

・火守 

・放送係 

【研修当日】 

〇センター職員の事前準備 

・活動するファイヤー場に薪組みをします。 

〇団体引率者と担当研修生との事前準備 

・代表者会の時もしくはその後、衣装やトーチなどの用具を貸し出します。 

・衣装を使う役割の研修生は着替える。 

・トーチを使う役割の研修生に、トーチの扱い方や火付けまでの流れを説明

する。 

 ＊火が付いていない時は、地面と垂直に立てるように持つ。 

 ＊火が付いている時は、火側を斜め上にあげ、おへそ辺りでしっかり持つ。 

〇活動するファイヤー場に集合する。 

 ・薪のサークルより外側で並ぶ。 

〇流れの目安 

第１部 

 ・全員入場 

 ・はじめの言葉･･･「夕日も沈み、ここ閑谷に夜のとばりがおりはじめまし

た。友情と信頼の絆を確かめ合い、強く生きることを願ってここに集まっ

た○○の皆さん、ただ今から、キャンプファイヤーが始まります。まもな

く、聖火の入場です。」 

 ・火を迎える歌･･･「遠き山に日は落ちて、を歌いながら聖火を迎えましょ

う。１番を歌詞で、２番をハミングでお願いします。」 

 ・聖火入場（女神は円内を 1周して聖火を営火長に渡す。） 

 ・営火長の言葉 

 ・分火･･･「この火をみなさんの代表に分火します。トーチ係は、営火長の前

に並んでください。分火をお願いします。」（営火長は「あなたには○○の

火を与えます」と、友情・協力・感謝・情熱・奉仕などの火を分火する。） 

 ・誓いの言葉･･･分火されたトーチ係は、トーチを高く掲げ誓いを述べる。 

 ・点火･･･営火長の合図で点火する。女神を先頭に退場する。 

 ・燃えろよ燃えろを歌う 

第２部 

 ・「中央の火も勢いよく燃え始めました。今日の出会いがもっとすばらしい

ものになりますように、第２部で楽しい交流、交歓の集いに入りたいと思

います。」 

第３部 

 ・女神の入場･･･「まだまだ名残は尽きないですが、予定されている時間も

近づいて参りました。第３部に入りたいと思います。心を落ち着け『○○

○』の歌を歌いましょう。女神の入場です。」 

 ・営火長の言葉 

 ・司会者の言葉 

 ・最後の歌･･･今日の日はさようならに合わせ、営火長がトーチに点火し、

女神・トーチ係に手渡す。営火長・女神・トーチ係の先導により退場する。 

 

〇片付け 

 ・活動終了後、広場端にある鉄柵と鉄煙突を設置する。 

 ・翌朝、灰を集め、灰捨て場に捨てる。 

 ・鉄柵と鉄煙突を元の場所に戻す。 

 


